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１．概要（Summary） 

緑色 LED基板上に電子線露光によってフォトニック結

晶パターンを形成し、エッチング加工を実施した。さらに

Ag/Auによるナノ粒子を付加した表面プラズモン効果に

よって、発光効率改善を実証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子線露光装置 

【実験方法】 

緑色LED基板上にフォトニック結晶およびAg/Auナノ

粒子を形成した基板の上面SEM像をFig. １(a)に示す。

ナノ粒子のサイズを変化させた複数の基板を容易し、

LEDを作製したところ、Fig. 1(b)のように光出力の向上

が確認できた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

最も光出力の向上が大きかった LEDは、ナノ粒子サイ

ズが 530 nm付近の緑色にプラズマ共鳴するもので、比

較用の referenceに対して約 70 %の効率向上となってい

ると考えられる。 
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Fig. 1 (a) Scanning microscope image of 

nitride-based green LED, including photonic 

crystal and Ag/Au nano-particles、and (b) Light 

output versus current characteristics of green 

LEDs with different size nano-particles. 


